
次
の
方
々
か
ら
寄
附
・
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
厚
志
に
対
し
紙

上
を
も
っ
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

南

富

良

野

町

へ

○
幾
寅　

奥
田　

充
様
よ
り
助
役
退
任

に
際
し
、
町
政
全
般
に
活
用
す
る
寄

附
と
し
て　
　
　
　
　
　

三
十
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
幾
寅　

大
宮　

博
様
よ
り
故
大
宮
喜

美
様
へ
の
生
前
の
ご
厚
志
に
対
す
る

お
礼
と
し
て　
　
　
　
　
　

十
万
円

○
幾
寅　

五
日
市
利
智
子
様
よ
り
社
会

福
祉
協
議
会
の
運
営
に
活
用
す
る
寄

附
と
し
て　
　
　
　
　
　
　

三
千
円

○
幾
寅　

奥
田　

充
様
よ
り
助
役
退
任

に
際
す
る
寄
附
と
し
て　
　

十
万
円

○
幾
寅　

下
田　

憲
様
よ
り
社
会
福
祉

協
議
会
の
運
営
に
活
用
す
る
寄
附
と

し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
万
円

○
幾
寅　

南
風
会
様
よ
り
社
会
福
祉
協

議
会
の
運
営
に
活
用
す
る
寄
附
と
し

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
千
円

一
味
園
・
か
ら
ま
つ
園
・　
　

 
こ
ざ
く
ら
園
へ

〇
幾　

寅　

安　

西　

紀　

子　
　

様

〇
幾　

寅　

磯　

江　

秀　

之　
　

様

〇
幾　

寅　

大　

宮　
　
　

博　
　

様

〇
幾　

寅　

児　

玉　

春　

治　
　

様

〇
幾　

寅　

直　

原　

福　

光　
　

様

〇
幾　

寅　

滝　
　
　

敏　

郎　
　

様

〇
幾　

寅　

福　

士　

憲　

昭　
　

様

〇
幾　

寅　

渡　

辺　

イ
チ
ノ　
　

様

〇
金

山

 

　

佐　

藤　

ミ
ヨ
子　
　

様

〇
下
金
山　

大　

木　

ト
シ
子　
　

様

〇
占
冠
村　

鳥　

畑　

雄　

一　
　

様

〇
富
良
野
市　

㈱
東
洋
実
業

　
　
　
　
　

富
良
野
営
業
所　
　

様

〇
富
良
野
市　

内　

海　

義　

博　
　

様

〇
富
良
野
市　

佐　

藤　

智　

隆　
　

様

〇
富
良
野
市　

勝

又

静

子

 

　
　

様

〇
富
良
野
市　

中　

村　

行　

男　
　

様

〇
富
良
野
市　

山　

崎　

良　

夫　
　

様

〇
旭
川
市　

㈲
旭
東
ボ
イ
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス　
　

様

〇
旭
川
市　

旭
川
福
祉
園

 

　
　

様

〇
旭
川
市　

児　

玉　

浩　

一　
　

様

〇
旭
川
市　

佐　

藤　

俊　

二　
　

様

〇
旭
川
市　

中　

富　

唯　

男　
　

様

〇
滝
川
市　

東　

谷　
　
　

稔　
　

様

〇
帯
広
市　

醫
王
田　

利　

幸　
　

様

〇
芽
室
町　

辻　
　
　

経　

之　
　

様

〇
浦
幌
町　

大　

野　

健　

一　
　

様

〇
猿
払
村　

野　

瀬　

圭　

子　
　

様

〇
訓
子
府
町　

永　

井　

美
智
代　
　

様

〇
札
幌
市　

㈱
福
祉
新
聞
社

北
海
道
支
社　
　

様

〇
札
幌
市　

ア
メ
リ
カ
ン

　
　
　
　
　
　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー　
　

様

〇
札
幌
市　

シ
ダ
ッ
ク
ス

　
　
　
　
　

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
㈱　

様

〇
札
幌
市　

佐　

藤　

茂　

夫　
　

様

■
発
行
/
南
富
良
野
町
役
場　

編
集
/
企
画
商
工
課　

広
報
広
聴
係

古紙配合率100パーセントの再生紙を使用しています。

広報みなみふらの2005.12 １８

　

★
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

住 
所

幾　

寅

氏　
　
　

名

大　

宮　

喜　

美

わたしのまち
(平成17年10月末日現在）　

△５）（人2，999人　口

△３）（人1，528男

△２）（人1，471女

亡
く
な
っ
た
日

平
成　

年　

月　

日

17

10

11

－）（戸1，470世帯数

（　）内は前月比

年齢88

10月1日�12月31日

赤い羽根
共同募金

地域の福祉、
みんなで参加

冬道の交通安全 
これからは、吹雪や積雪、凍結など天候や
路面状況が悪化する時期です。冬は夏に比べ
路面が滑りやすく、また状況が変化しやすい
など、冬道ならではの危険性があります。こ
の時期は特に車間距離を十分にとって、安全
なスピードで走ることが大切です。冬道を安
全に運転するために、特に次のことに注意し
ましょう。 
・急ブレーキ、急ハンドル、急加速など“急”
のつく運転をしないよう心がけましょう。 
・凹凸やわだち、アイスバーンなど冬道の状
況は様々です。路面の状況にあった運転を
しましょう。 
・安全運転意識の向上とほかの運転手などに
注意を喚起するため、デイ・ライト（昼間
点灯）運動を実践しましょう。 
・スパイクタイヤ（溝に金属ピンなどを装着
したものを含む）は、凍結・積雪路面以外
の道では、使用を禁止されています。路面

の損傷や粉じんの発生原因となるので、使

用しないようにしましょう。 


